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ニホンジカプリオン蛋白質遺伝子における翻訳領域とプロ

モーター領域に関する研究
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【背景と目的】鹿慢性消耗病（ CWD）は1967年に米国で初めて発見されたプリオン病の1つである。現在ではカ

ナダ、韓国、北欧3ヶ国で確認されており、発生地域が拡大している。 CWDの我が国への侵入が懸念されている

が、ニホンジカ（Cervus nippon ）のプリオン蛋白質（ PrP）遺伝子に関する情報は少ない。したがって本研究で

はホンシュウジカ（Cervus nippon centralis ）の PrP遺伝子の翻訳領域（ ORF）とプロモーター領域について報

告する。【材料と方法】兵庫県篠山市で害獣駆除されたホンシュウジカの肝臓からゲノムを抽出し、 ORFの塩基

配列を同定した。また、プロモーター領域があると推定される exon 1とその上流約1,000 bpの塩基配列も同定し

た。次に exon 1とその上流約1,000 bpの断片を用いて、マウス神経芽細胞（ N2a）にてプロモーター活性を調べ

た。【結果と考察】本研究で特定したホンシュウジカの PrP（256 aa）を GenBankに掲載されているシカ科全て

と比較した。アミノ酸配列に大きな違いはなく、最も違いが見られたジャコウジカ（Moschus chrysogaster ）で

も相同性が98%であった。中国や韓国に生息するニホンジカ亜種（Cervus nippon hortulorum ,Cervus nippon
laiouanus ）では226番目のアミノ酸にグルタミン（ Q）とグルタミン酸（ E）の多型が報告されており、今回特

定したホンシュウジカでは Qであった。 exon 1とその上流の塩基配列においては、報告されているシカ2種およ

びウシと比較すると93%以上の相同性があり、転写調節因子である Sp1や AP-2結合配列が保存されていた。プロ

モーター解析では、マウスの exon 1とその上流約750 bpの断片と比較して1.6倍であり、活性を有していた。現

在、プロモーター領域の詳細について研究中である。


